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7.6訂正 

南関東大会観戦記 
	
 今年の南関東大会は、６月１９日から２２日まで山梨県中銀スタジアム陸上競技場で行われた。 
梅雨らしく雨が混じり蒸し暑い時間帯もあったが、概ね良いコンディションで４日間の競技は進行された。 
この南関東大会は、全国屈指のハイレベル地区であることは周知の事実であるが、その中にあって東京都選
手団はこれまでにない健闘を見せ、遂に南関東地区最多数のインターハイ出場数と優勝種目数を得た。 
その結果、東京都を代表して和歌山県で行われるインターハイへ出場するのは、男子が延べ４２種目と４チ
ーム、女子は延べ２８種目と５チーム、男女合計で述べ７０種目と９チームの出場権を得た。男女ともに昨
年を上回り、東京都史上最多の選手団となった。優勝種目数も男子１０種目女子８種目合計１８種目とし、
他の三県を大きく上回った。 
インターハイ出場校数は３３校。出場人数も、ここ数年では最多の男子５６名・女子５０名合計１０６名

とした。（記録一覧・下記資料参照）	
  
更に、１位から３位までの上位を独占した種目も多く、男子４種目女子２種目とし「東京都強し！」を印象
付けた。特に男子のスプリント種目と走幅跳は１位~４位までを独占し都大会の結果を証明できた結果とな
った。また、男子１５００ｍ・女子砲丸投・女子七種競技で１位~３位独占をする活躍ぶりであった。 
逆に、東京都からインターハイに出場できなかったのは男子棒高跳と女子３０００ｍであった。ともにレベ
ルの高い決勝となり一歩及ばず入賞を逃した。来年こそは全種目でのインターハイ出場を目指したい。 
	
 記録的には、女子４×１００ｍリレーにおいて東京高校が４５秒６７の東京都高校新記録・大会新記録を
マークし、男子４×１００ｍリレーでも東京高校が４０秒３３の大会新記録を樹立し、ともに全国１位にラ
ンクされる好記録を打ち出した。東京高校は４×４００ｍリレーでも女子優勝・男子４位としてリレー４種
目すべてに全国大会での活躍が期待される。 
また、男子１００ｍ・２００ｍでは、両種目とも全国トップのハキーム選手・大嶋選手はそのままインタ

ーハイでも優勝を争うものと思われる。女子１００ｍのエドバー選手も同様で、昨年に続きインターハイ２
連覇の可能性は非常に高いものと期待できる。女子七種競技の大野選手は１年生ながら５０００点を越える
潜在能力を備えており、全国での１年生優勝も期待したい。同じ白梅学園の高橋このか選手は今年、故障を
抱えたままの競技でここまで乗り越えてきたが、万全ならば優勝候補の筆頭となる実力があるだけに回復を
祈る次第である。 
更に、男女の競歩競技も有力である。男子の小野川選手は昨年のユースオリンピック優勝者で、「世界一」

の選手でもある。しかし、日本の競歩はレベルが高くライバルは多い。本人の「日本一」への思いが強く、
歩型も安定していることから期待できそうだ。女子の萩原選手も今季順調に記録を伸ばし、浅い経験ながら
ここまでランキングを上げてきた。この種目の入賞は久しく無く、暑い中でのレースとなるが東京都の競歩
に新風を吹かせてもらいたい。 
これらの要素から、今年の和歌山インターハイでは東京都選手団が大暴れできるものと期待する。昨年の

山梨インターハイでは都道府県対抗得点を２位としたが、今年は是非とも「強い！東京都」を自負し、全国
ＮＯ１の座を獲得したいものである。そのためにも、万全のコンディションで和歌山に出向いてもらいたい。 

 
資料１、南関東大会四都県別インターハイ出場数と優勝種目数 
 
 東	
 	
 	
 京 神	
 奈	
 川 千	
 	
 	
 葉 山	
 	
 	
 梨 

男子出場数 ４２種目	
 ４チーム ２８種目	
 ５チーム ３２種目	
 ３チーム ５種目	
 ０チーム 

女子出場数 ２８種目	
 ５チーム ２８種目	
 ３チーム ２０種目	
 ３チーム ５種目	
 ０チーム 

男女合計 ７０種目	
 ９チーム ５６種目	
 ８チーム ５２種目	
 ６チーム １０種目	
 ０チーム 

優勝種目数 	
 	
 	
 １８種目 	
 	
 	
 ８種目 	
 	
 	
 ９種目 	
 	
 	
 ３種目 

 
 
 
 
 



 
☆インターハイで活躍が期待される高校ランキング上位者（地区大会終了時点） 
	
 男子 
	
 	
 １００ｍ   １０秒３０	
 サニブラウン・アブデル・ハキーム（城西大城西２）１位 

１０秒３８  大嶋	
 健太（東京３）２位	
 １０秒５１	
 小池	
 真郁（国学院久我山３）８位 
２００ｍ	
  ２０秒７３	
 サニブラウン・アブデル・ハキーム（城西大城西２）１位	
  

２０秒９９ 大嶋	
 健太（東京３）３位 ２１秒２３	
 小池	
 真郁（国学院久我山３）６位	
  
２１秒３４	
 井上	
 大地（東京１）１１位 

	
 	
 １５００ｍ	
 ３分４９秒４８	
 越川	
 堅太（東京実業３）３位 
	
 １１０ｍＨ	
 １４秒２４	
 平松パプデンバ（都芦花３）３位	
  
	
 ４００ｍＨ	
 ５２秒３７北山	
 亮介（東京３）１３位	
  
	
 ５０００ｍ競歩	
 ２０分３１秒９５	
 小野川	
 稔（東京実業３）１位 
走幅跳	
 ７ｍ３３橋岡	
 優輝（八王子２）１４位	
  
三段跳	
 １４ｍ７２	
 舘	
 	
 一樹（東京３）１２位	
 円盤投	
 ４６ｍ８８	
 福留	
 大成（東京３）３位 
八種競技	
 ５４５７点	
 本橋	
 輝久（都豊多摩３）１０位 
４×１００ｍリレー	
 	
 ４０秒３３	
 東京高校	
 １位	
 	
 ４０秒７８	
 城西大城西高校	
 ５位 

	
 	
 ４×４００ｍリレー	
 ３分１２秒５１	
 東京高校	
 ４位	
 ３分１３秒９８	
 城西大城西高校	
 １５位 
 
	
 女子 
	
 	
 １００ｍ	
 １１秒８０	
 エドバー	
 イヨバ（東京３）２位	
 １１秒９８福田	
 真衣（東京２）１２位 
	
 	
 ２００ｍ	
 ２４秒５８	
 上村	
 希実（東京３）	
 ６位 
	
 	
 ３０００ｍ競歩	
 ２３分５８秒３４ 萩原	
 采以子（都富士３）	
 １０位 
	
 	
 砲丸投	
 １３ｍ３８	
 坂本	
 早映（三田国際３）７位 

七種競技４８８９点	
 大野	
 優衣（白梅学園１）４位 ４７３２点	
 高橋このか（白梅学園３）１２位 
	
 	
 ４×１００ｍリレー	
 ４５秒６７  東京高校	
 １位	
 	
  

４×４００ｍリレー	
 ３分４３秒９４	
 東京高校	
 ４位	
 ３分４５秒００	
 白梅学園	
 ８位 
 
☆第９９回日本選手権	
 	
 	
 	
 新潟県	
 デンカビッグスワンスタジアム	
 ６月２６日~２８日 

男子１００ｍ	
 サニブラウン・アブデル・ハキーム（城西大城西２）１０秒４０	
 ２位 
	
 	
 男子２００ｍ	
 サニブラウン・アブデル・ハキーム（城西大城西２）２０秒５６	
 ２位	
 
	
 	
 男子１００ｍ	
 大嶋	
 健太（東京高校３）	
 準決勝進出	
 予選１０秒４１ 
	
 	
 女子１００ｍ	
 エドバー	
 イヨバ（東京高校３）	
 １１秒８６	
 ４位（予選１１秒７９） 
    女子棒高跳	
 	
 青柳	
 有香（都雪谷２）	
 	
 記録なし 
 
☆活躍する東京都出身選手 	
 	
  
アジア・ユース大会	
 	
 ドーハ・カタール	
 	
 	
 	
 	
 ５月８日～５月１１日	
 

	
 	
 	
 女子２００ｍ	
 守田	
 紗矢香（東京高校１）	
 ２５秒１６	
 ２位	
 

	
 	
 	
 男子走幅跳	
 	
 酒井	
 由吾（都南多摩中等１）	
 ７ｍ３１	
 ２位	
 

アジア選手権	
 	
 	
 	
 	
 武漢・中国	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ６月３日～７日	
 

	
 	
 	
 女子４００ｍH	
 伊藤	
 明子（筑波大学２）田園調布学園出身	
 ５９秒０８	
 ７位	
 

世界ユース選手権	
 	
 	
 コロンビア・カリ	
 	
 	
 	
 	
 ７月１５日～１９日	
 

	
 	
 	
 男子１００ｍ・２００ｍ	
 サニブラウン・アブデル・ハキーム（城西大城西２）	
 

	
 


